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衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
実
質
賃
金
が
十
三
か
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
の
原
因
分
析
と
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
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衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
実
質
賃
金
が
十
三
か
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
の
原
因
分
析
と
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
実
質
賃
金
上
昇
率
の
マ
イ
ナ
ス
が
十
三
か
月
連
続
の
原
因
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
結
果
に
お
け
る
実
質
賃
金
の
対
前
年
同
月

比
が
、
令
和
四
年
四
月
か
ら
令
和
五
年
四
月
ま
で
の
間
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
主
に
消
費
者
物
価
指

数
の
上
昇
が
寄
与
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
岸
田
内
閣
の
経
済
政
策
の
効
果
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
賃
上
げ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
名
目
賃
金
の
対
前
年
同
月
比
は
令
和
四
年
一

月
以
降
十
六
箇
月
連
続
プ
ラ
ス
と
な
り
、
令
和
四
年
度
の
平
均
で
は
プ
ラ
ス
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
三
十
一
年
ぶ
り
の
大
き

な
伸
び
と
な
り
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
が
公
表
し
て
い
る
「
二
千
二
十
三
春
季
生
活
闘
争
」
の
「
回
答
集
計
結
果
」
に

お
け
る
賃
上
げ
率
は
三
十
年
ぶ
り
と
な
る
高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
賃
上
げ
に
向
け
た
力
強
い
動
き
が
出
て
き
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、｢

新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
二
〇
二
三
改
訂
版
・
成
長
戦

略
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ｣

（
令
和
五
年
六
月
十
六
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
「
構
造
的
に
賃
金
が
上
昇
す
る
仕
組
み
を

作
」
る
観
点
か
ら
、
「
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
」
や
「
Ｇ
Ｘ
や
Ｄ
Ｘ
等
の
中
長
期
的
成
長
が
見
込
ま
れ
る
戦
略
分
野
」

へ
の
投
資
等
に
よ
り
、
付
加
価
値
の
増
大
を
図
り
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

「
日
本
の
実
質
賃
金
が
低
迷
し
て
い
る
原
因
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
近
年
、
日
本
の
雇
用
者
全
体
の
賃
金
を
表
す
総
雇
用
者
所
得
は
名
目
・
実
質
と
も
に
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
女
性
や
高
齢
者
の
労
働
参
加
を
背
景
に
、
相
対
的
に
賃
金
水
準
の
低
い
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
増
加

し
た
こ
と
が
、
賃
金
の
平
均
値
を
押
し
下
げ
て
い
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
の
賃
金
を
、
物
価
上
昇
率
を
上
回
る
水
準
に
引
き
上
げ
る
た
め
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
実
現
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
及
び
二
に
つ

い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 



 

３ 

 

 
 

な
お
、
お
尋
ね
の
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し

て
は
、
「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
二
〇
二
三
改
訂
版
・
成
長
戦
略
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
」
に
記
載
の
と
お
り
、
「
全
国
加
重
平
均
千
円
を
達
成
す
る
こ
と
を
含
め
て
、
公
労
使
三
者
構
成
の
最
低
賃
金
審
議
会

で
、
し
っ
か
り
と
議
論
を
い
た
だ
く
」
こ
と
や
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
や
賃
金
引
上
げ
の
た
め
の
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

を
図
る
た
め
の
助
成
措
置
等
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
金
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
非
正
規
雇
用
の
正
規
雇
用
へ
の
転
換
」
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
よ
る
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
正
規
化
の
促
進
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
に
基
づ
く
派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
促
進
等
の
取
組

を
通
じ
て
、
労
働
者
が
納
得
で
き
る
待
遇
の
下
で
、
各
々
の
希
望
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
お
尋
ね
の
「
残
業
代
未
払
い
の
取
り
締
ま
り
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
機
関
に
お
い
て
は
、
事
業

場
に
対
し
監
督
指
導
を
実
施
し
た
際
に
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第

四
項
に
規
定
す
る
割
増
賃
金
の
不
払
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
使
用
者
に
対
し
て
、
割
増
賃
金
の
支
払
を
指
導
し
て
お



 

４ 

 

り
、
今
後
と
も
、
事
業
場
に
対
す
る
監
督
指
導
を
通
じ
、
労
働
基
準
関
係
法
令
の
遵
守
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

加
え
て
、
お
尋
ね
の
「
人
手
不
足
で
あ
る
保
育
や
介
護
な
ど
の
福
祉
関
係
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ
」
の
う
ち
、
保
育
職
員

等
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
（
令
和
五
年
六
月
十
三
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
民
間
給

与
動
向
等
を
踏
ま
え
た
保
育
士
等
の
更
な
る
処
遇
改
善
を
検
討
す
る
」
等
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
令
和
四
年
二
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
介
護
職
員
処
遇
改
善
支
援
補
助
金
及
び
介
護
職
員
等
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
に
よ
る
処
遇
改
善
を
含
め
た
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
令
和
四
年
度
介
護
従
事
者
処
遇
状
況
等
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 


